豊中市 (とよなかし)第五次 (だいごじ)障害者 (しょうがいしゃ)長期 (ちょうき)計画 (けいかく)　平成30年度（2018年度 (ねんど)）実施 (じっし)状況 (じょうきょう)報告書 (ほうこくしょ)（概要版 (がいようばん)）

互い (たがい)を認め支えあい (みと　ささ　　　　　)、だれもが輝ける (かがや　　　　)まちをめざして

≪本報告書 (ほんほうこくしょ)の趣旨 (しゅし)≫
　本書 (ほんしょ)は、平成 (へいせい)30年 (ねん)3月 (がつ)に策定 (さくてい)しました『 (「)豊中市 (とよなかし)第五次 (だいごじ)障害者 (しょうがいしゃ)長期 (ちょうき)計画 (けいかく)』 (」)に対し (たい　)、豊中市 (とよなかし)の障害者 (しょうがいしゃ)施策 (しさく)を引き続き (ひ　つづ　)計画的 (けいかくてき)に推進 (すいしん)していくとともに、地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケアシステム・豊中 (とよなか)モデルを推進 (すいしん)するため、障害者 (しょうがいしゃ)団体 (だんたい)や各種 (かくしゅ)団体 (だんたい)の代表 (だいひょう)、保健 (ほけん)・医療 (いりょう)・福祉 (ふくし)関係者 (かんけいしゃ)、行政 (ぎょうせい)関係者 (かんけいしゃ)等 (とう)で構成 (こうせい)される豊中市 (とよなかし)障害者 (しょうがいしゃ)施策 (しさく)推進協 (すいしんきょう)議会 (ぎかい)及び (およ　)豊中市 (とよなかし)障害者 (しょうがいしゃ)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)のご意見 (　いけん)・ご提案 (ていあん)をいただきながら、本市 (ほんし)の障害者 (しょうがいしゃ)施策 (しさく)に関 (かか)わる事業 (じぎょう)の実施 (じっし)状況 (じょうきょう)と課題 (かだい)、今後 (こんご)の取組 (とりくみ)等 (とう)をまとめ、施策 (しさく)の充実 (じゅうじつ)・見直 (みなお)しについて検討 (けんとう)を進 (すす)めるため作成 (さくせい)したものです。

≪計画 (けいかく)の位置 (いち)づけ≫
　この計画 (けいかく)は、障害者 (しょうがいしゃ)基本法 (きほんほう)第11条 (だい　　じょう)第3項 (だい　こう)に基づく (もと　　　)「市町村 (しちょうそん)障害者 (しょうがいしゃ)計画 (けいかく)」として、豊中市 (とよなかし)における障害者 (しょうがいしゃ)施策 (しさく)の基本的 (きほんてき)な計画 (けいかく)となるもので、国 (くに)や大阪府 (おおさかふ)の定 (さだ)める計画 (けいかく)等 (とう)の内容 (ないよう)を十分 (じゅうぶん)にふまえながら、「豊中市 (とよなかし)総合 (そうごう)計画 (けいかく)」の具体的 (ぐたいてき)な分野 (ぶんや)別 (べつ)計画 (けいかく)として位置 (いち)づけ、各分野 (かくぶんや)の関連 (かんれん)計画 (けいかく)との整合 (せいごう)・調整 (ちょうせい)を図 (はか)りながら策定 (さくてい)しています。

≪計画 (けいかく)の対象 (たいしょう)≫
　計画 (けいかく)の推進 (すいしん)には障害 (しょうがい)や難病 (なんびょう)の有無 (うむ)にかかわらず、すべての市民 (しみん)の理解 (りかい)と協力 (きょうりょく)が必要 (ひつよう)となります。
　そのため、この計画 (けいかく)は、豊中 (とよなか)市内 (しない)で暮らし (く　　)、学び (まな　　)、働き (はたら　　)、活動 (かつどう)するすべての市民 (しみん)を対象 (たいしょう)とします。

≪計画 (けいかく)の期間 (きかん)≫
　平成 (へいせい)30年度 (ねんど)(2018年度 (ねんど))から令和 (れいわ)5年度 (ねんど)(2023年度 (ねんど))までの6年間 (ねんかん)であり、本報告 (ほんほうこく)は平成 (へいせい)30年度 (ねんど)（2018年度 (ねんど)）分 (ぶん)になります。
基本 (きほん)理念 (りねん)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆障害 (しょうがい)の有無 (うむ)によらず、だれもが互い (たが　)を尊重 (そんちょう)しあうまち
◆だれもが自分 (じぶん)らしい生活 (せいかつ)を実現 (じつげん)できるまち　　　　　　　　　　　　　　
◆みんなで支えあい (ささ　　　　　)、安心 (あんしん)して暮らせ (く　　)るまち

目標 (もくひょう)　
互い (たが　　)を認め支えあい (みと　　　ささ　　　　　　　)、だれもが輝け (かがや　　)るまち


平成 (へいせい)30年度 (ねんど)の主 (おも)な取組 (とりくみ)や実施 (じっし)状況 (じょうきょう)から見えて (み　　)きた課題 (かだい)と今後 (こんご)の取組 (とりくみ)について

大分類 (だいぶんるい)　一人 (ひとり)ひとりが尊重 (そんちょう)され、ともに生 (い)きる社会 (しゃかい)

中分類 (ちゅうぶんるい)　相談 (そうだん)支援 (しえん)

特徴的 (とくちょうてき)な取組 (とりくみ)
●障害 (しょうがい)のある人 (ひと)が安心 (あんしん)して地域 (ちいき)生活 (せいかつ)を送れる (おく　　)よう相談 (そうだん)支援 (しえん)のネットワークの構築 (こうちく)や相談員 (そうだんいん)のスキルアップに取り組みました (と　く　　　　)。
●障害 (しょうがい)のある人 (ひと)だけでなく、その家族 (かぞく)の悩み (なや　)や相談 (そうだん)に対し (たい　　)、助言 (じょげん)、情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)を実施 (じっし)するとともに、市域 (しいき)の相談 (そうだん)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)に対して (たい　　　)は学識 (がくしき)経験者 (けいけんしゃ)のスーパーヴァイズを行いま (おこな　　　　　)した。

中分類 (ちゅうぶんるい)における課題 (かだい)
●相談 (そうだん)内容 (ないよう)が多岐 (たき)にわたり件数 (けんすう)も増加 (ぞうか)することから、高齢 (こうれい)分野 (ぶんや)や児童 (じどう)分野 (ぶんや)との小学 (しょうがっ)校区 (こうく)ごとの日常 (にちじょう)生活圏域 (せいかつけんいき)（７圏域 (けんいき)）との関係 (かんけい)の強化 (きょうか)が課題 (かだい)です。
●相談 (そうだん)したいけれども自ら (みずか　　)の相談 (そうだん)内容 (ないよう)に応じた (おう　　　)各窓口 (かくまどぐち)に円滑 (えんかつ)にたどりつけるよう相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)の周知 (しゅうち)や分かりやすい (わ　　　　　)工夫 (くふう)をする必要 (ひつよう)があります。

今後 (こんご)の取組 (とりくみ)
●相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)について、小学 (しょうがっ)校区 (こうく)ごとの生活圏域 (せいかつけんいき)での相談 (そうだん)内容 (ないよう)を意識 (いしき)した体制 (たいせい)の構築 (こうちく)に向けて (む　　)取り組みます (と　く　　　)。

中分類 (ちゅうぶんるい)　権利 (けんり)擁護 (ようご)

特徴的 (とくちょうてき)な取組 (とりくみ)
●地域 (ちいき)における関係 (かんけい)機関 (きかん)等 (とう)の協力 (きょうりょく)体制 (たいせい)を図り (はか　　)、障害者 (しょうがいしゃ)虐待 (ぎゃくたい)の未然 (みぜん)防止 (ぼうし)、早期 (そうき)発見 (はっけん)、迅速 (じんそく)な対応 (たいおう)やその後 (　　ご)の適切 (てきせつ)な支援 (しえん)を行う (おこな　　　)ことができました。
●判断 (はんだん)能力 (のうりょく)が不十分 (ふじゅうぶん)な認知症 (にんちしょう)高齢者 (こうれいしゃ)、知的 (ちてき)障害 (しょうがい)・精神 (せいしん)障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の保護 (ほご)や支援 (しえん)等 (とう)を迅速 (じんそく)に行える (おこな　　　　)ようにするため、出前 (でまえ)講座 (こうざ)を通して (とお　　　)市民 (しみん)の知識 (ちしき)を深める (ふか　　　)とともに市民 (しみん)後見人 (こうけんにん)オリエンテーション・養成 (ようせい)講座 (こうざ)を実施 (じっし)し、２名 (めい)の市民 (しみん)後見人 (こうけんにん)を養成 (ようせい)しました。

中分類 (ちゅうぶんるい)における課題 (かだい)
●権利 (けんり)擁護 (ようご)の観点 (かんてん)からより一層 (いっそう)の理解 (りかい)促進 (そくしん)を行い (おこな　)、虐待 (ぎゃくたい)に関して (かん　　　)特 (とく)に予防 (よぼう)に向けた (む　　)取り組み (と　く　)を行う (おこな　　　)必要 (ひつよう)があります。
●判断 (はんだん)能力 (のうりょく)が不十分 (ふじゅうぶん)な知的 (ちてき)障害 (しょうがい)のある人 (ひと)・精神 (せいしん)障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の意思 (いし)決定 (けってい)を支援 (しえん)し、障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスの利用 (りよう)や社会 (しゃかい)参加 (さんか)等 (とう)を行える (おこな　　　　　)よう、成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)の広報 (こうほう)・周知 (しゅうち)が課題 (かだい)です。また、市民 (しみん)後見人 (こうけんにん)の継続 (けいぞく)した養成 (ようせい)と市民 (しみん)後見人 (こうけんにん)登録者 (とうろくしゃ)へのサポート体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)が必要 (ひつよう)です。

今後 (こんご)の取組 (とりくみ)
●引き続き (ひ　つづ　)障害者 (しょうがいしゃ)虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)センターを拠点 (きょてん)として、障害者 (しょうがいしゃ)虐待 (ぎゃくたい)に関する (かん　　　)相談 (そうだん)や通報 (つうほう)の受付 (うけつけ)、啓発 (けいはつ)活動 (かつどう)を行います (おこな　　　　　　)。
●成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)の利用 (りよう)を進める (すす　　　)ため、成年 (せいねん)後見 (こうけん)サポートセンターを中心 (ちゅうしん)とした広報 (こうほう)・周知 (しゅうち)に取り組み (と　く　)ます。

中分類 (ちゅうぶんるい)　障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消 (かいしょう)の取組 (とりくみ)・啓発 (けいはつ)交流 (こうりゅう)

特徴的 (とくちょうてき)な取組 (とりくみ)
●地域 (ちいき)における障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消 (かいしょう)に向け (む　)、障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)支援 (しえん)地域協 (ちいききょう)議会 (ぎかい)代表者 (だいひょうしゃ)会議 (かいぎ)を開催 (かいさい)し、障害 (しょうがい)のある人 (ひと)への差別 (さべつ)事例 (じれい)や合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)に関する (かん　　　)事例 (じれい)について共有 (きょうゆう)し、各委員 (かくいいん)の気づき (き　　)の感度 (かんど)の向上 (こうじょう)ができました。
●事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)等 (とう)民間 (みんかん)団体 (だんたい)を対象 (たいしょう)に、障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)に関する (かん　　　)理解 (りかい)促進 (そくしん)研修 (けんしゅう)を実施 (じっし)しました。
●障害者 (しょうがいしゃ)啓発 (けいはつ)活動 (かつどう)委員会 (いいんかい)とともに、障害 (しょうがい)当事者 (とうじしゃ)による講演会 (こうえんかい)やダンスパフォーマンスを開催 (かいさい)し、多数 (たすう)の市民 (しみん)の参加 (さんか)を促し (うなが　　　)ました。

中分類 (ちゅうぶんるい)における課題 (かだい)
●障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消 (かいしょう)支援 (しえん)地域協 (ちいききょう)議会 (ぎかい)代表者 (だいひょうしゃ)会議 (かいぎ)で共有 (きょうゆう)した相談 (そうだん)事例 (じれい)について各委員 (かくいいん)から団体 (だんたい)・地域 (ちいき)へと情報 (じょうほう)共有 (きょうゆう)ができているかが課題 (かだい)です。
●障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)について、障害 (しょうがい)のある人 (ひと)だけでなく、障害 (しょうがい)のない人 (ひと)に対する (たい　　　)周知 (しゅうち)が課題 (かだい)です。

今後 (こんご)の取組 (とりくみ)
●障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)施行 (しこう)後 (ご)3年 (ねん)が経過 (けいか)し、障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消 (かいしょう)支援 (しえん)地域協 (ちいききょう)議会 (ぎかい)をより効果的 (こうかてき)なものとするため、代表者 (だいひょうしゃ)会議 (かいぎ)のありかたなど新た (あら　　)な体制 (たいせい)について検討 (けんとう)します。
●障害者 (しょうがいしゃ)啓発 (けいはつ)活動 (かつどう)委員会 (いいんかい)とともに、より幅広い (はばひろ　　)層 (そう)の市民 (しみん)に来場 (らいじょう)してもらえる講演会 (こうえんかい)等 (とう)を企画 (きかく)します。



大分類 (だいぶんるい)　一人 (ひとり)ひとりが輝く (かがや　　)ための自立 (じりつ)と社会 (しゃかい)参加 (さんか)

中分類 (ちゅうぶんるい)　療育 (りょういく)・教育 (きょういく)

特徴的 (とくちょうてき)な取組 (とりくみ)
●こども療育 (りょういく)相談 (そうだん)が、関連 (かんれん)機関 (きかん)を含め (ふく　　)市域 (しいき)全体 (ぜんたい)に周知 (しゅうち)されてきており、相談 (そうだん)件数 (けんすう)は増加 (ぞうか)しました。
●障害児 (しょうがいじ)・慢性 (まんせい)疾患児 (しっかんじ)を養育 (よういく)する保護者 (ほごしゃ)が、災害 (さいがい)時 (じ)避難 (ひなん)のための減災 (げんさい)のコツをイメージし、不安 (ふあん)を軽減 (けいげん)できるよう体験型 (たいけんがた)学習会 (がくしゅうかい)を実施 (じっし)しました。
●市域 (しいき)の中核 (ちゅうかく)施設 (しせつ)として新た (あら　　)な児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターの整備 (せいび)に係る (かか　　)改修 (かいしゅう)工事 (こうじ)を進める (すす　　　)とともに、個別 (こべつ)療育 (りょういく)や障害児 (しょうがいじ)一時 (いちじ)預かり (あず　　　)など児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)あゆみへの委託 (いたく)事業 (じぎょう)にかかる準備 (じゅんび)を行いました (おこな　　　　　　　　)。
●発達 (はったつ)支援 (しえん)・障害児 (しょうがいじ)支援 (しえん)に携わる (たずさ　　　　)支援者 (しえんしゃ)が自ら (みずか　　)の専門性 (せんもんせい)を深め (ふか　)、発揮 (はっき)しながら日々 (ひび)の現場 (げんば)における支援 (しえん)の質 (しつ)の向上 (こうじょう)を図る (はか　)ことを目的 (もくてき)に保育士 (ほいくし)等 (とう)の就学前 (しゅうがくまえ)施設 (しせつ)の支援者 (しえんしゃ)を対象 (たいしょう)に研修会 (けんしゅうかい)を実施 (じっし)しました。

中分類 (ちゅうぶんるい)における課題 (かだい)
●子ども (こ　　)の発達 (はったつ)特性 (とくせい)の早期 (そうき)の気づき (き　　)から支援 (しえん)へつなげるための保護者 (ほごしゃ)支援 (しえん)の拡充 (かくじゅう)が必要 (ひつよう)です。
●放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービスにおいては学校 (がっこう)現場 (げんば)と事業所 (じぎょうしょ)の緊密 (きんみつ)な連携 (れんけい)や情報 (じょうほう)共有 (きょうゆう)が課題 (かだい)です。

今後 (こんご)の取組 (とりくみ)
●児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターの小集団 (しょうしゅうだん)親子 (おやこ)教室 (きょうしつ)事業 (じぎょう)の対象 (たいしょう)を小学 (しょうがく)２年生 (　　ねんせい)まで拡大 (かくだい)します。また、個別 (こべつ)療育 (りょういく)事業 (じぎょう)について、受託事 (じゅたくじ)業者 (ぎょうしゃ)と協働 (きょうどう)で、今後 (こんご)の利用 (りよう)対象 (たいしょう)の検討 (けんとう)等 (とう)を行い (おこな　　)ます。
●支援 (しえん)の質 (しつ)の向上 (こうじょう)を目的 (もくてき)とする発達 (はったつ)支援 (しえん)・障害児 (しょうがいじ)支援者 (しえんしゃ)対象 (たいしょう)研修会 (けんしゅうかい)について、保育所 (ほいくじょ)等 (など)の就学前 (しゅうがくまえ)施設 (しせつ)の支援者 (しえんしゃ)に加え (くわ　　)、小中学校 (しょうちゅうがっこう)教員 (きょういん)等 (とう)へも対象 (たいしょう)を拡大 (かくだい)し、実施 (じっし)します。
●保護者 (ほごしゃ)や支援者 (しえんしゃ)にこどもの発達 (はったつ)特性 (とくせい)や適切 (てきせつ)な関わり (かか　　　)についての気づき (き　　)を促す (うなが　　　)取組 (とりくみ)として、こども園 (えん)等 (とう)への巡回 (じゅんかい)相談 (そうだん)を充実 (じゅうじつ)させていきます。

中分類 (ちゅうぶんるい)　雇用 (こよう)・就労 (しゅうろう)

特徴的 (とくちょうてき)な取組 (とりくみ)
●地域 (ちいき)就労 (しゅうろう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)において、障害 (しょうがい)のある人 (ひと)からの新規 (しんき)相談 (そうだん)を56人 (にん)受付 (うけつけ)し、平成 (へいせい)29年度 (ねんど)は８人 (　　にん)だったところが平成 (へいせい)30年度 (ねんど)は14人 (にん)が就職 (しゅうしょく)につながりました。
●精神 (せいしん)障害 (しょうがい)のある人 (ひと)を対象 (たいしょう)とした一般 (いっぱん)職 (しょく)非常勤 (ひじょうきん)職員 (しょくいん)の募集 (ぼしゅう)を実施 (じっし)し、平成 (へいせい)30年 (ねん)10月 (がつ)より１名 (　　めい)を採用 (さいよう)しました。市 (し)での業務 (ぎょうむ)経験 (けいけん)等 (とう)を通じて (つう　　　)、民間 (みんかん)企業 (きぎょう)等 (とう)への就職 (しゅうしょく)につながるよう支援 (しえん)を行い (おこな　　)ました。

中分類 (ちゅうぶんるい)における課題 (かだい)
●福祉的 (ふくしてき)就労 (しゅうろう)の場 (ば)における障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の工賃 (こうちん)の向上 (こうじょう)や一般 (いっぱん)企業 (きぎょう)への就労 (しゅうろう)および定着 (ていちゃく)が課題 (かだい)です。
●障害 (しょうがい)の特性 (とくせい)に応じた (おう　　　)配属 (はいぞく)や育成 (いくせい)についてさらなる検討 (けんとう)が必要 (ひつよう)です。

今後 (こんご)の取組 (とりくみ)
●障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の工賃 (こうちん)の向上 (こうじょう)を図る (はか　　)ため、事業所 (じぎょうしょ)と連携 (れんけい)し勉強会 (べんきょうかい)の開催 (かいさい)を検討 (けんとう)します。
●精神 (せいしん)障害 (しょうがい)のある人 (ひと)を継続 (けいぞく)して雇用 (こよう)し、初期 (しょき)配属 (はいぞく)期間 (きかん)において、本人 (ほんにん)の適性 (てきせい)や強み (つよ　)弱み (よわ　)を可能 (かのう)な限り (かぎ　　)把握 (はあく)し、業務 (ぎょうむ)内容 (ないよう)への反映 (はんえい)や次期 (じき)配属先 (はいぞくさき)への情報 (じょうほう)共有 (きょうゆう)を行い (おこな　　)ます。

中分類 (ちゅうぶんるい)　生涯 (しょうがい)学習 (がくしゅう)、文化 (ぶんか)・スポーツ活動 (かつどう)

特徴的 (とくちょうてき)な取組 (とりくみ)
●市内 (しない)図書館 (としょかん)の登録 (とうろく)ボランティアグループが作成 (さくせい)したさわる絵本 (えほん)の貸出 (かしだし)の開始 (かいし)や活字 (かつじ)を読みやすく (よ　　　　)する「リーディングルーペ」を各館 (かくかん)のカウンター等 (とう)に設置 (せっち)しました。

中分類 (ちゅうぶんるい)における課題 (かだい)
●市内 (しない)図書館 (としょかん)での障害 (しょうがい)のある人向け (ひとむ　　)のサービスの利用増 (りようぞう)に向け (む　)、利用 (りよう)していない人 (ひと)への周知 (しゅうち)や関係 (かんけい)団体 (だんたい)等 (とう)との連携 (れんけい)が課題 (かだい)です。
●障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)センターひまわり講座 (こうざ)では、新規 (しんき)の受講者 (じゅこうしゃ)が増えにくい (ふ　　　　)状況 (じょうきょう)にあり、幅広い (はばひろ　　)新規 (しんき)受講者 (じゅこうしゃ)の獲得 (かくとく)が課題 (かだい)です。

今後 (こんご)の取組 (とりくみ)
●障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)センターひまわりにおいては、平日 (へいじつ)・土曜日 (どようび)ともに講座 (こうざ)内容 (ないよう)や受講 (じゅこう)日 (び)の設定 (せってい)を見直し (みなお　　)、新た (あら　　)な講座 (こうざ)を開講 (かいこう)することで、新規 (しんき)受講者 (じゅこうしゃ)の増加 (ぞうか)をめざします。



大分類 (だいぶんるい)　支えあい (ささ　　　　)安心 (あんしん)して暮らせる (く　　　)地域 (ちいき)生活 (せいかつ)

中分類 (ちゅうぶんるい)　保健 (ほけん)・医療 (いりょう)

特徴的 (とくちょうてき)な取組 (とりくみ)
●大阪 (おおさか)北部 (ほくぶ)地震 (じしん)及び (および)台風 (たいふう)の災害 (さいがい)時 (じ)に人工 (じんこう)呼吸器 (こきゅうき)などの医療 (いりょう)機器 (きき)を使用 (しよう)している要支援者 (ようしえんしゃ)に安否 (あんぴ)確認 (かくにん)の連絡 (れんらく)を行い (おこな　　)ました。また、訪問 (ほうもん)看護 (かんご)ステーション連絡会 (れんらくかい)や医療 (いりょう)機器 (きき)業者 (ぎょうしゃ)と情報 (じょうほう)共有 (きょうゆう)を行う (おこな　　)とともに「人工 (じんこう)呼吸器 (こきゅうき)使用者 (しようしゃ)の災害 (さいがい)時 (じ)個別 (こべつ)支援 (しえん)計画 (けいかく)」の様式 (ようしき)を作成 (さくせい)しました。
●Twitterや人権 (じんけん)研修 (けんしゅう)等 (とう)を通じて (つう　　　)難病 (なんびょう)に関する (かん　　　)理解 (りかい)促進 (そくしん)を図りま (はか　　　)した。
●「豊中市 (とよなかし)メンタルヘルス計画 (けいかく)」に基づく (もと　　　)メンタルヘルス対策 (たいさく)推進 (すいしん)会議 (かいぎ)において多機関 (たきかん)・多職種 (たしょくしゅ)が協働 (きょうどう)し、総合的 (そうごうてき)かつ計画的 (けいかくてき)に取組 (とりくみ)を推進 (すいしん)しました。

中分類 (ちゅうぶんるい)における課題 (かだい)
●難病 (なんびょう)にかかわりのない市民 (しみん)へ理解 (りかい)促進 (そくしん)の啓発 (けいはつ)方法 (ほうほう)を工夫 (くふう)する必要 (ひつよう)があります。
●こころの不調 (ふちょう)や精神 (せいしん)疾患 (しっかん)の増加 (ぞうか)と、相談 (そうだん)機能 (きのう)の周知 (しゅうち)によって市民 (しみん)や関係 (かんけい)機関 (きかん)からの相談 (そうだん)が増加 (ぞうか)しています。様々 (さまざま)な分野 (ぶんや)でメンタルヘルス問題 (もんだい)への適切 (てきせつ)な対応 (たいおう)が必要 (ひつよう)です。

今後 (こんご)の取組 (とりくみ)
●こころの不調 (ふちょう)や精神 (せいしん)疾患 (しっかん)の増加 (ぞうか)に対して (たい　　　)、多分野 (たぶんや)多職種 (たしょくしゅ)が適切 (てきせつ)な対応 (たいおう)ができるように多様 (たよう)な機会 (きかい)を通じて (つう　　　)情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)し、引き続き (ひ　つづ　)市民 (しみん)や関係者 (かんけいしゃ)のリテラシー向上 (こうじょう)に取り組み (と　く　)ます。
●難病 (なんびょう)やエイズ等 (とう)に関する (かん　　　)正しい (ただ　　　)知識 (ちしき)について引き続き (ひ　つづ　)啓発 (けいはつ)に取り組み (と　く　)ます。

中分類 (ちゅうぶんるい)　自立 (じりつ)した生活 (せいかつ)の支援 (しえん)

特徴的 (とくちょうてき)な取組 (とりくみ)
●障害者 (しょうがいしゃ)グループホームの開設 (かいせつ)助成 (じょせい)を行い (おこな　　)、22床分 (しょうぶん)増加 (ぞうか)しました。また、建て貸し (た　が　)方式 (ほうしき)によるグループホームの開設 (かいせつ)に対する (たい　　　)補助 (ほじょ)制度 (せいど)を新設 (しんせつ)するため要綱 (ようこう)の制定 (せいてい)、改正 (かいせい)を行い (おこな　　　)ました。
●奉仕員 (ほうしいん)養成 (ようせい)研修 (けんしゅう)では、地域 (ちいき)で障害 (しょうがい)のある人 (ひと)に出会った (であ　　)ときに対応 (たいおう)できるよう技術 (ぎじゅつ)や知識 (ちしき)を身 (み)につける機会 (きかい)とし、研修 (けんしゅう)参加後 (さんかご)も継続的 (けいぞくてき)に活動 (かつどう)ができるよう地域 (ちいき)ボランティア団体 (だんたい)の紹介 (しょうかい)を行いました (おこな　　　　　　　　)。

中分類 (ちゅうぶんるい)における課題 (かだい)
●福祉 (ふくし)事業 (じぎょう)経験 (けいけん)のない事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)からの障害者 (しょうがいしゃ)グループホーム開設 (かいせつ)補助 (ほじょ)金 (きん)の応募 (おうぼ)が増加 (ぞうか)していることから、補助 (ほじょ)対象事 (たいしょうじ)業者 (ぎょうしゃ)による安定 (あんてい)したグループホームの長期 (ちょうき)の事業 (じぎょう)運営 (うんえい)が課題 (かだい)です。また、開設 (かいせつ)にあたっての事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)と物件 (ぶっけん)、土地 (とち)所有者 (しょゆうしゃ)との調整 (ちょうせい)により実施 (じっし)できない場合 (ばあい)があるため、開設 (かいせつ)件数 (けんすう)を見込む (みこ　)ことが難しい (むずか　　　　)状況 (じょうきょう)です。
●利用 (りよう)ニーズに対応 (たいおう)するためのグループホームの確保 (かくほ)、空き (あ　)状況 (じょうきょう)等 (とう)の情報 (じょうほう)の共有 (きょうゆう)が課題 (かだい)です。

今後 (こんご)の取組 (とりくみ)
●市内 (しない)の事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)等 (とう)を対象 (たいしょう)に、来年度 (らいねんど)以降 (いこう)のグループホーム開設 (かいせつ)予定 (よてい)について調査 (ちょうさ)し、応募事 (おうぼじ)業者 (ぎょうしゃ)に対して (たい　　　)公平 (こうへい)で適正 (てきせい)な補助 (ほじょ)を継続的 (けいぞくてき)に行い (おこな　　　)ます。
●市域 (しいき)における重度 (じゅうど)障害者 (しょうがいしゃ)の医療的 (いりょうてき)ケアの支援 (しえん)スキル伝達 (でんたつ)事業 (じぎょう)を実施 (じっし)し、重度 (じゅうど)障害者 (しょうがいしゃ)の日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)の場 (ば)の確保 (かくほ)を引き続き (ひ　つづ　)取り組み (と　く　)、指定 (してい)管 (かん)理事 (りじ)業者 (ぎょうしゃ)とともに利用者 (りようしゃ)の思い (おも　　)や不安 (ふあん)に対して (たい　　　)丁寧 (ていねい)に寄り添って (よ　そ　　)事業 (じぎょう)を進め (すす　)ます。

中分類 (ちゅうぶんるい)　生活 (せいかつ)環境 (かんきょう)


特徴的 (とくちょうてき)な取組 (とりくみ)
●住居 (じゅうきょ)地区 (ちく)バリアフリー整備 (せいび)について、「高川 (たかがわ)・豊南 (ほうなん)」「克明 (こくめい)・原田 (はらだ)・豊島 (てしま)西 (にし)・豊島 (てしま)北 (きた)・箕輪 (みのわ)小学校区 (しょうがっこうく)住居 (じゅうきょ)地区 (ちく)バリアフリー整備 (せいび)事業 (じぎょう)計画 (けいかく)」に基づき (もと　　　)対象 (たいしょう)地区 (ちく)の工事 (こうじ)を実施 (じっし)、「上野 (うえの)・少路 (しょうじ)・野畑 (のばたけ)・東豊 (とうほう)台 (だい)・北緑丘 (きたみどりがおか)小学校区 (しょうがっこうく)バリアフリー整備 (せいび)事業 (じぎょう)計画 (けいかく)」に基づ (もと　)き対象 (たいしょう)地区 (ちく)の工事 (こうじ)の設計 (せっけい)、「大池 (おおいけ)・螢 (ほたるが)池 (いけ)・桜 (さくら)井谷 (いだに)・刀根山 (とねやま)・桜 (さくら)井谷東 (いだにひがし)小学校区 (しょうがっこうく)バリアフリー整備 (せいび)事業 (じぎょう)計画 (けいかく)」を策定 (さくてい)しました。
●４か所 (　　　しょ)の公園 (こうえん)において、都市 (とし)公園 (こうえん)における公園 (こうえん)移動 (いどう)等 (とう)円滑化 (えんかつか)基準 (きじゅん)への適合 (てきごう)整備 (せいび)（バリアフリー化 (　　　　　　か)）を行い (おこな　　　)ました。
●主要 (しゅよう)な会議 (かいぎ)の議事 (ぎじ)概要 (がいよう)について、障害 (しょうがい)のある人 (ひと)にもわかりやすいようPDFだけでなく、HTML形式 (けいしき)での掲載 (けいさい)や環境 (かんきょう)依存 (いぞん)文字 (もじ)の使用 (しよう)を控える (ひか　　　)など工夫 (くふう)を行い (おこな　　　)ました。

中分類 (ちゅうぶんるい)における課題 (かだい)
●バリアフリー法 (ほう)の改正 (かいせい)に伴い (ともな　　　)、市 (し)が対応 (たいおう)すべき事項 (じこう)を精査 (せいさ)する必要 (ひつよう)があります。
●市 (し)発信 (はっしん)情報 (じょうほう)バリアフリー化 (　　　　　か)ガイドラインについて、庁内 (ちょうない)での周知 (しゅうち)が進んで (すす　　　)おらず、運用 (うんよう)が庁内 (ちょうない)全体 (ぜんたい)に行き渡る (い　わた　)ような取組 (とりくみ)が必要 (ひつよう)です。

今後 (こんご)の取組 (とりくみ)
●市 (し)発信 (はっしん)情報 (じょうほう)バリアフリー化 (　　　　　か)ガイドラインについて、庁内 (ちょうない)出前 (でまえ)講座 (こうざ)への掲載 (けいさい)だけでなく、市 (し)委託 (いたく)民間事 (みんかんじ)業者向け (ぎょうしゃむけ)研修 (けんしゅう)への周知 (しゅうち)を行い (おこな　　)、庁内 (ちょうない)だけでなく庁外 (ちょうがい)へも周知 (しゅうち)していきます。
●住居 (じゅうきょ)地区 (ちく)のバリアフリーに関して (かん　　)、「上野 (うえの)・少路 (しょうじ)・野畑 (のばたけ)・東豊 (とうほう)台 (だい)・北緑丘 (きたみどりがおか)小学校区 (しょうがっこうく)住居 (じゅうきょ)地区 (ちく)バリアフリー整備 (せいび)事業 (じぎょう)計画 (けいかく)」に基づき (もと　　　)工事 (こうじ)を実施 (じっし)します。また、「大池 (おおいけ)・螢 (ほたる)池 (がいけ)・桜 (さくら)井谷 (いだに)・刀根山 (とねやま)・桜 (さくら)井谷東 (いだにひがし)小学校区 (しょうがっこうく)バリアフリー整備 (せいび)事業 (じぎょう)計画 (けいかく)」に基づき (もと　　　)設計 (せっけい)を実施 (じっし)します。さらに、今後 (こんご)のバリアフリー化 (　　　　　か)を推進 (すいしん)する新規 (しんき)事業 (じぎょう)計画 (けいかく)を策定 (さくてい)します。

中分類 (ちゅうぶんるい)　地域 (ちいき)福祉 (ふくし)の充実 (じゅうじつ)・生活 (せいかつ)安全 (あんぜん)対策 (たいさく)

特徴的 (とくちょうてき)な取組 (とりくみ)
●認知症 (にんちしょう)高齢者 (こうれいしゃ)・障害者 (しょうがいしゃ)徘徊 (はいかい)SOSメール事業 (じぎょう)では、全市 (ぜんし)一斉 (いっせい)模擬 (もぎ)訓練 (くんれん)を行い (おこな　　)PRしたことにより、認知度 (にんちど)が高まる (たか　　　)きっかけとなりました。
●防災 (ぼうさい)・福祉 (ふくし)ささえあいづくり推進 (すいしん)事業 (じぎょう)の中 (なか)で、避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)名簿 (めいぼ)システムを導入 (どうにゅう)し、共通 (きょうつう)基盤 (きばん)、介護 (かいご)保険 (ほけん)、障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)システムとの連携 (れんけい)作業 (さぎょう)を行い (おこな　　　)、次 (じ)年度 (ねんど)以降 (いこう)対象者 (たいしょうしゃ)の抽出 (ちゅうしゅつ)や分析 (ぶんせき)等 (とう)が円滑 (えんかつ)に行える (おこな　　　　)よう環境 (かんきょう)を整備 (せいび)しました。

中分類 (ちゅうぶんるい)における課題 (かだい)
●認知症 (にんちしょう)高齢者 (こうれいしゃ)・障害者 (しょうがいしゃ)徘徊 (はいかい)SOSメール事業 (じぎょう)や防災 (ぼうさい)・福祉 (ふくし)ささえあいづくり推進 (すいしん)事業 (じぎょう)等 (とう)の制度 (せいど)のさらなる周知 (しゅうち)が課題 (かだい)です。

今後 (こんご)の取組 (とりくみ)
●認知症 (にんちしょう)高齢者 (こうれいしゃ)・障害者 (しょうがいしゃ)徘徊 (はいかい)SOSメール事業 (じぎょう)では、全市 (ぜんし)一斉 (いっせい)模擬 (もぎ)訓練 (くんれん)などを行い (おこな　　)、事業 (じぎょう)周知 (しゅうち)に努めます (つと　　　　　)。
●避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)名簿 (めいぼ)システムを活用 (かつよう)し、避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)名簿 (めいぼ)の更新 (こうしん)を行う (おこな　　　)とともに、災害 (さいがい)時 (じ)に自力 (じりき)避難 (ひなん)が困難 (こんなん)な避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)に対し (たい　　)、個人 (こじん)情報 (じょうほう)の外部 (がいぶ)提供 (ていきょう)に関する (かん　　　)意思 (いし)確認 (かくにん)を実施 (じっし)します。
●発災 (はっさい)時 (じ)の要援護者 (ようえんごしゃ)に対する (たい　　　)支援 (しえん)体制 (たいせい)について、庁内 (ちょうない)関係課 (かんけいか)及び (およ　　)関係 (かんけい)機関 (きかん)とともに検討 (けんとう)を進 (すす)めます。
●防災 (ぼうさい)・福祉 (ふくし)ささえあいづくり推進 (すいしん)事業 (じぎょう)での個別 (こべつ)支援 (しえん)計画 (けいかく)の作成 (さくせい)にかかる支援 (しえん)に取り組み (と　く　)ます。


